




◆地域福祉推進事業  決算額17,997,920円
○ふれあいのまちづくり事業推進
○ふれあい相談事業
○地域福祉活動事業
○老人福祉事業
○障害児・母子・児童福祉事業
○災害福祉活動事業
○生活福祉資金貸付受託事業
　この事業は岡山県社会福祉協議会から
の受託事業です

◆共同募金配分金事業  決算額5,537,000円
○一般募金配分金事業
　市内の福祉ボランティア団体等50団体
へ助成しました
○歳末たすけあい配分金事業
　在宅寝たきりの方及び難病の方215人と
市内のボランティア等12団体へ配分しました

◆介護保険事業　決算額254,216,792円
○居宅介護支援事業
○訪問介護事業
※事務の効率化と効果的な運営を図るため
管理システムの導入
○訪問入浴事業
○通所介護事業
○共同生活介護（グループホームささゆり苑）
※スプリンクラーの設置(ふれあい福祉第
36号掲載)

◆在宅福祉サービス事業　
　決算額101,363,613円
○高梁市から次の事業を受託し実施しました
　・移送サービス受託事業
　・軽度生活支援等受託事業
　・生きがい活動支援受託事業
　・給食サービス事業受託事業
　・寝具洗濯乾燥消毒サービス受託事業
　・生活管理指導員派遣事業
○高梁市遺族連合会の団体事務局の運営

◆法人運営　決算額109,214,189円
○理事会、評議員会等の各種会議の開催
○会員制度の広報及び普及
○事務効率の向上及び経費削減のための
事務改善
※事務の効率化と経費節減を図るため電算
ネットワークシステムの導入

◆福祉サービス利用援護事業　
　決算額3,569,372円
○地域福祉権利擁護事業
　この事業は岡山県社会福祉協議会から
の受託事業です

◆その他事業 決算額6,134,272円
○企画広報事業 2,244,269円
○地域福祉活動基金 235,010円
○ボランティアセンター活動事業　　
　　　　　　　　　　　　1,456,719円
○資金貸付事業 18,274円
○保健センター事業 2,180,000円
　この事業は高梁市からの受託事業です

平
成
二
十
二
年
度
に
実
施
し
た

　

  

主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す

一般会計及び特別会計の財産目録

１． 流動資産 
 ①現金
 ②預金
 ③未収金
 ④前払金
 ⑤仮払金
２． 固定資産 
 ①基本財産
 ②その他固定資産
　　　　 資産合計 

200,469,619
280,000

106,960,393
92,688,396

0
540,830

605,309,225
237,462,445
367,846,780
805,778,844

科　目 金　額
資産の部

１．流動負債
 ①未払金
 ②預り金
 ③前受金
 ④仮受金
 
２．固定負債
 ①長期設備資金借入金
　　　　 負債合計 
　　　　差引純資産 

53,183,506
49,164,318
3,648,490
364,000
6,698

9,320,000
9,320,000
62,503,506
743,275,338

科　目 金　額
負債の部
平成 23年 3月31日現在　(単位：円 )
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六
月
五
日
、
成
羽
、
中
、
吹
屋
の

三
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
福
祉
委
員
の
役
割
や
、

社
会
福
祉
協
議

会
の
活
動
内
容

を
ご
理
解
い
た

だ
き
、平
成
二
十

三
年
度
の
賛
助

会
費
を
お
願
い

し
ま
し
た
。

　

六
月
五
日
の
成
羽
地
区
を
皮
切
り

に
、
各
地
区
で
福
祉
委
員
連
絡
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
福

祉
委
員
の
活
動
と
各
地
区
で
の
開
催

状
況
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

福
祉
委
員
は
ど
ん
な
活
動
を
す
る
の
？

①
町
内
会
の
ア
ン
テ
ナ
役
・
パ
イ
プ
役

　

日
常
生
活
の
中
で
、
地
域
住
民
の

変
化
に
気
を
配
り
、
何
か
あ
れ
ば
、

民
生
委
員
や
行
政
・

社
協
へ
連
絡
し
て

下
さ
い
。

②
地
域
で
の
見
守
り
・
さ
さ
え
あ
い
・
た
す
け
あ
い
役

　

一
人
暮
ら
し
な
ど
特
に
気
に
な
る

世
帯
へ
定
期
的
な
訪
問
や
安
否
確
認

の
機
会
を
作
る
な
ど
、
地
域
で
見
守

り
・
さ
さ
え
あ
い
・
た
す
け
あ
い
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

③
地
域
福
祉
活
動
の
支
援
役

　

地
域
で
実
施
さ
れ
て
い
る
「
配
食

サ
ー
ビ
ス
」
や
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」

な
ど
に
参
加
・
協
力
し
、
交
流
を
深

め
ま
す
。

④
そ
の
他
の
活
動

　

災
害
や
緊
急
時
の
情
報
提
供
や
協

力
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
及
び
地

区
社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
す
る
事

業
や
会
費
制
度
の
普
及
、
賛
助
会
費

収
納
の
協
力
を
し
ま
す
。

　
　

　

六
月
二
十
四
日
、
福
祉
関
係
団
体

の
代
表
者
を
交
え
て
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で

は
「
高
梁
市
の

高
齢
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
」
と
題
し

て
高
梁
市
福

祉
課
川
上
係
長
よ
り
講
演
を
い
た
だ

き
、
そ
の
後
、
地
区
ご
と
で
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

福
祉
委
員
か
ら
「
他
団
体
と
交
流

を
し
、
連
携
を
行
っ
て
い
き
た
い
」

と
い
う
意
見
が
あ
り
、
改
め
て
地
域

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
必
要
性
を
感

じ
ま
し
た
。

　
　

　

六
月
八
日
、
川
上
支
会
運
営
委
員

と
川
上
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
と

の
合
同
で
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
総
会
で
は
「
安
心
し
て
暮

せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し

て
高
梁
市
福
祉
課
宮
本
課
長
よ
り
講

演
を
い
た
だ
き
、
講
演
の
中
で
「
限

ら
れ
た
予
算
の
中
で
お
金
を
掛
け
ず

に
互
い
を
支
え
あ
い
、
助
け
合
い
、

日
本
一
お
せ
っ
か
い
な
ま
ち
づ
く
り

を
皆
さ
ん
で
考
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
意
見
交
換
を
行
い
、
民

生
委
員
と
福
祉
委
員
と
の
連
携
を
密

に
し
た
関
わ
り
の
重
要
性
を
再
確
認

し
ま
し
た
。

　
　

　

六
月
二
十
日
、
午
前
（
一
区
）
と

午
後
（
二
区
）
に
、
高
梁
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

二
十
二
年
度
の
活
動
報
告
、
二
十

三
年
度
の
活
動
予
定
、
ま
た
福
祉
委

員
の
活
動
に
つ
い
て
協
議
し
、
高
梁

市
保
険
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
加
藤
主
事
よ
り
「
高
梁
市
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
に
つ
い

て
」
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、話
の
中
で
「
一
人
よ
り
二
人
、

二
人
よ
り
三
人
。
地
域
の
方
の
見
守
り

が
あ
れ
ば
、
自
宅
で
生
活
が
可
能
な
方

が
大
勢
お
ら
れ
ま
す
。
出
来
る
限
り
住

み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る
地
域
を

民
生
委
員
、福
祉
委
員
、行
政
、社
会
福

祉
協
議
会
等
み
ん
な
で
築
い
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

成
羽
地
区

備
中
地
区

川
上
地
区

高
梁
地
区

福祉委員連絡会を開催しています
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